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研究成果の概要（和文）：本研究は，学校数学教育カリキュラム策定における数学リテラシー概念の応用に基づき，教
員養成数学カリキュラムの開発を行う。先行研究における教員養成数学カリキュラムモデル例の提案を踏まえ，本研究
では教員養成数学カリキュラム教材の開発を行うことを主目的とし，事例研究を進めた。また（数学および一般）教員
の持つべき数学リテラシー像策定に向けて，大学での数理科学参照基準策定，大学数学基礎教育でのコンピテンシー研
究など関連する研究から，数学リテラシー概念の深化を図った。さらに教科内容学会の設立にもつながった。

研究成果の概要（英文）：This study has aimed at developing the mathematics curriculum for teacher educatio
n, based on the concept of "mathematical literacy" already used in new school math standard in Japan. Usin
g the proposal curricula in our preceding research project, we developed mainly examples of teaching mater
ials. For describing concrete mathematical literacy for (math) teachers, we studied the notion more widely
 such as "reference standard of mathematical science" determined by SCJ or competence-study in basic math 
education at universities or schools. Moreover our study gave a motivation to build a new society of schoo
l content knowledge.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 教育改革は，OECD始め先進諸国の最重
要課題の一つであり，「生徒の学習到達度調
査」（いわゆる PISA調査）が実施されている。
我が国でもその結果等に基づき，学習指導要
領改訂が行われた。 
 
(2) 一方このためには教員養成課程の改革が
成否の鍵を握ることも意識されており，日本
でも平成 24 年 8 月に中央教育審議会の答申
が出され，教員の高度専門化を目指している。 
 
(3) さらに近年高等教育改革が重要課題とな
り，日本学術会議では学部教育のため各分野
の参照基準が提案されつつある。 
 
(4) 数学教員養成改革のための活動は日本数
学会等でも始まっており，本研究はそれらの
動きと協力しつつ進める。 
 
(5) 本研究は基本的に同じ趣旨で計画推進さ
れた科研費研究「数学リテラシーを育成する
数学教員養成カリキュラムの研究」(基盤(B), 
平成 20~22 年度)の成果を踏まえ，さらに発
展させるものである。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，数学教育の場において，教員
養成カリキュラム改革のための理論的基盤
を構築し，その具体化を併せて提示しようと
する。 
 
(2) ここでは PISA 調査でも用いられた「数
学リテラシー」の概念を用い，まず教員の持
つべき数学リテラシー像を具体化する。 
 
(3) 次いで数学リテラシー像に基づく教員養
成カリキュラム(数学)を提示し，試行する。 
 
(4) さらにそのカリキュラムを実現するため
の具体的な教材を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1) 「教員の持つべき数学リテラシー像」の
策定においては，学校教育での「数学リテラ
シー像」を踏まえつつ，大学教育における「教
員に必要な数学リテラシー像」を策定する。 
 
(2) 「数学リテラシー」に基づく数学カリキ
ュラム構築においては，先行研究でなされた
大学アンケートに基づくカリキュラム提言
を踏まえ，それを本研究の立場から批判的に
検討する。試行しつつあるものについては実
際的な検討を加える。 
 
(3) 教材開発に置いては，先行研究に引き続
き，日本数学会の活動と協力しつつ，研究協
力者達による独自の活動を行う。 
 
(4) 先行研究に続き，日本数学会教員養成系

懇談会の京都大学数理科学研究所短期共同
研究，「数学教育の会」の活動，「名古屋数学
教育セミナー」などの組織的活動と財政的支
援を含め密接に協力してゆく。 
 
４．研究成果 
(1) カリキュラム構築および教材開発につ
いて 
 先行研究において，教員養成系数学教育で
教えるべき内容の案が提示されていた。ただ
しこれはアンケートに基づくものであった。
また本学教育学部数学免許取得コースカリ
キュラムが「数学リテラシー」の観点から検
討されていた(論文⑩)。 
 これらを受けて，本研究ではまず研究代表
者および分担者・研究協力者の具体的な実践
事例を集め，検討することを中心に研究を進
めた。毎年南九州大学（宮崎県都城市）にお
いて研究会を開催し，その結果を公刊してき
た。例えば，浪川は所属大学での講義「現代
数学入門」あるいは「数学科指導法 I」の内
容等を紹介した。ここで明確に指摘されてい
るのは，現代数学の考え方が，小中学校での
算数・数学教育からいかに自然に接続してい
るか，そこに高校大学で加えられる新たな視
点が数学そのものの進歩といかに密接に関
わっているか（数学史の体系性と教育課程の
体系性との類似）である。またさらに京都大
学数理解析研究所での共同研究でも幾つも
の実践例報告があった。幾つかは大学院教育
での実践例を含んでいる。 
 しかしながら，改訂学習指導要領で打ち出
された新傾向，統計的内容の重視あるいは課
題学習の導入，特に数学史的内容等，に対応
する教材開発はなお将来の課題として次の
研究目標の一つとなっている。 
 またすでに実施されている研究代表者が
所属する学部での教員養成カリキュラムに
おいても，様々の問題が顕在化しており，こ
れに対応してカリキュラム内容あるいは指
導法を改善していくことが必須で有り，これ
を遂行することも本研究の中で明らかにな
った今後の課題である。特に集合・論理に関
わる部分を学生にどう理解・修得させるべき
かは次項に関わる大きな課題であることが
顕在化した。 
 
(2) 教員の持つべき数学リテラシー像の具
体化 
 一方この課題は意外に困難な作業である
ことが判明した。理由は二つある。第一に，
学習指導要領のような教育課程の「代表例」
が存在しないため，リテラシー像を構築しに
くい。むしろ豊富な具体例が先にあって，そ
れらを取捨選択して体系づけていく中で方
向性が見えてくるものである。第二に，この
間国際的に一般の「リテラシー」研究におい
て，「リテラシー」像自体が，「内容」
（ contents ） だ け ではなく，「能力」
（competencies）を問われるようになって，



大きく変容を遂げてきた。数学教育において
それは特に著しい。そこで本研究もその傾向
への対応が必要となった。 
 この結果「教員の持つべき」数学リテラシ
ー像の策定のために，まず一般の「数学リテ
ラシー」についてより深く研究することを後
半の課題とした。 
 一般の数学リテラシーに関しては，まずこ
の間実施された新学習指導要領が，数学リテ
ラシーの観点から見た時に同じ方向を目指
していることが確認された(論文⑨)。さらに
浪川が分担者として参加する別の科研費研
究（代表者：小寺隆幸橘大学教授）で，OECD
生徒の学習到達度調査（いわゆる PISA 調査）
とそれと深く関わる Niss 教授を中心とする
デンマークの数学教育改革の研究が行われ
た。これらについてはこうしたリテラシー論
の深化を反映する形で，現在一連の論考を公
表中である(論文①等)が，まだ纏まったもの
とはなっていない。 
 一方で大学数学教育での数学リテラシー
像の策定に当たる研究にも関わった。一つは
学術会議での大学教育数理科学分野参照基
準検討分科会（委員長：森田康夫東北大学特
任教授）に幹事として参加し，基準策定にあ
たった(講演③)。もう一つは理工系初年次教
育である。これは水町龍一氏（湘南工科大学）
を研究代表者とする科研費計画で，これに協
力した(講演①)。さらに大学教養教育につい
ても考察した（図書③） 
 しかしながら，これらの結果を総合する
「教員の持つべき数学リテラシー像」そのも
のの具体化もまた次の研究段階での課題で
ある。なおここでは「教員」として「小学校
教員」「中高数学教員」の二つが考えられて
いる。予備的な考察に依れば，リテラシーの
「内容」が異なるのは当然であるが，「能力」
についてはむしろ共通する部分が大きい。 
 幸い本研究を踏まえ，これらの課題に取り
組もうとする趣旨の研究計画「数学リテラシ
ーを育成する教員養成系数学教育の教授法
開発とその理論化の研究」が採択された（基
盤研究(B)）ので，上記の未達成課題をこの
中で追求していく。特に数学科指導法教科書
あるいは著書をまとめ上げる予定である。 
 
(3) 諸組織との連携 
 日本数学会教員養成系懇談会を中心とす
る京都大学数理解析研究所での共同研究は
本研究期間中毎年 2回ずつ行われ，そこから
の報告書も逐次刊行されている。本研究から
は研究代表者はじめ研究協力者が参加し，本
研究から旅費，出版費等の援助を行った。 
 「数学教育の会」は研究分担者真島秀行氏
を世話人として年 2回（最終年度のみ 1回）
開催され，本計画から在世的援助を行った。 
 「名古屋数学教育ゼミナール」は研究代表
者および分担者三宅正武氏を世話人として
14 回（平成 23 年度 4 回，平成 24 年度 5 回，
平成 25 年度 5 回）開催され，高校数学教員

を中心に毎回 30 名以上の参加者を得た。研
究代表者を含む分担者，研究協力者等が講師
を務めている。 
 最後に，平成 25 年度末に日本教科内容学
会が鳴門教育大学西園芳信副学長等を中心
に組織されたが，本研究が契機となって研究
代表者がここに関わることとなった。これに
より本研究が他教科へ，また一般教育学へと
拡がることが期待される。 
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